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銀
行
の
準
備
需
要
関
数
に
つ
い
て
の

一
考
察

一
　
序

相
模
裕

　
本
稿
の
目
的
は
、
銀
行
の
準
備
需
要
が
期
待
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
に
依
存

し
、
そ
の
増
加
関
数
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。

　
従
来
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
銀
行
の
準
備
保
有
行
醐
に
つ
い
て
の
理
論

的
お
よ
び
実
証
的
な
分
析
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

わ
が
国
の
銀
行
が
欧
米
と
は
異
な
り
、
超
過
準
備
を
ほ
と
ん
ど
保
宥
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
一

い
な
い
と
い
う
通
説
が
支
配
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
他
方
、
米
国
で
は
メ
イ
グ
ス
ー
2
、
タ
イ
ゲ
ン
ー
3
、
ゴ
、
ー
ル
ド
フ
ェ
ル
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

〕1
1
を
中
心
に
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
銀
行
準
備
保
有
行
動
の
分
析
が

〔貨
幣
供
給
過
程
と
の
関
連
で
研
究
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
研
究
は
、
銀

行
の
超
過
準
備
や
自
由
準
備
の
動
き
が
T
B
レ
ー
ト
や
フ
ェ
デ
ラ
ル
フ
ァ

ン
ド
・
レ
ー
ト
な
ど
の
短
期
市
場
金
利
の
動
き
と
か
な
り
高
い
逆
相
関
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
最
近
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
窓
口
指
導
の
有
効
性
を
め

ぐ
る
議
論
と
の
関
連
で
、
準
備
保
有
行
動
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

在
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
堀
内
H
江
口
論
争
⑱
ω
⑨
や
古
川
顕
ω
の
論
点
整

理
に
よ
り
、
銀
行
の
準
備
（
特
に
超
過
準
傭
）
が
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
に
感

応
的
で
あ
る
か
否
か
が
窓
口
指
導
の
有
効
性
の
大
き
な
鍵
と
な
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
今
日
ま
で
感
応
的
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

い
う
結
果
（
古
川
ω
、
広
江
⑥
、
金
子
ω
、
岩
田
u
浜
田
ω
）
と
、
コ
ー

ル
・
レ
ー
ト
に
感
応
的
な
超
過
準
傭
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
（
堀
内

〕1
0
）
と
い
う
対
立
す
る
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔

．
と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
短
期
市
場
金
利
が
準
備
保
有
の
機
会

費
用
で
あ
り
、
準
備
需
要
が
短
期
市
場
金
利
の
減
少
関
数
と
な
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
－

想
定
し
て
い
る
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
稿
で
は
、
短

期
市
場
金
利
、
特
に
コ
i
ル
・
レ
ー
ト
に
は
将
来
の
不
確
突
な
預
金
流
出

入
に
伴
う
資
金
調
整
コ
ス
ト
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
資

金
調
整
時
点
で
の
期
待
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
の
上
昇
が
準
備
需
要
の
増
犬
を

導
く
こ
と
を
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
次
節
に
お
い
て
単
純
化
し
た
モ
デ
ル
を
用
い
て
準
備
需
要
が
期
待

コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
の
増
加
関
数
と
な
る
こ
と
を
示
し
、
三
節
で
準
備
需
要

関
数
の
計
測
を
試
み
よ
う
。

　
（
1
）
　
鈴
木
淑
夫
⑤
の
次
の
兄
解
は
そ
の
代
表
で
あ
ろ
う
。
「
日
本
の

　
　
銀
行
の
保
有
現
金
は
、
預
金
の
受
払
や
手
形
交
換
尻
な
ど
の
決
済
に

　
　
必
要
な
最
低
限
の
運
転
残
高
か
ら
成
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
己
－
耐

　
　
σ
巴
竃
8
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
」
O
O
O
ω

　
（
2
）
　
岩
m
四
1
1
浜
田
ω
は
貨
幣
供
給
過
程
と
の
関
連
で
、
金
子
ω
は
短

　
　
期
金
融
市
場
の
二
つ
の
機
能
を
強
調
す
る
中
で
準
備
保
有
行
動
を
研

　
　
究
し
て
お
り
、
特
に
窓
口
指
導
の
有
効
性
の
議
論
に
関
連
づ
け
て
は

　
　
い
な
い
。

476



』

（167）研究ノート

（
3
）
　
金
子
隆
ω
ω
は
、
短
期
金
融
市
場
に
は
計
画
的
資
金
運
用
の
場

　
と
し
て
の
機
能
と
、
一
時
的
な
資
金
調
整
の
場
と
し
て
の
機
能
の
二

　
機
能
が
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
準
備
需
要
は
コ
ー
ル
レ
ー
ト
の

　
増
加
関
数
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
3
〕
の
実
証
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
い
て
、
滅
少
関
数
を
計
測
し
、
前
者
の
機
能
の
影
響
が
大
き
い
こ
と

　
を
理
由
に
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
二
つ
の
機
能
に
お
い
て
行
動
指
針

　
と
な
る
ぺ
き
金
利
を
同
一
視
し
た
こ
と
に
よ
る
帰
結
で
あ
る
。
本
稿

　
の
ご
と
く
後
者
の
機
能
に
つ
い
て
は
期
待
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
を
考
え

　
る
方
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。

一
一
準
傭
調
整
行
動
モ
デ
ル

　
こ
こ
で
は
コ
ー
ル
市
場
の
準
傭
資
金
調
整
機
能
を
強
調
し
た
モ
デ
ル
を

考
え
よ
う
。
以
下
に
お
い
て
は
論
点
を
明
確
に
す
る
た
め
、
本
質
を
損
わ

な
い
限
り
に
お
い
て
単
純
化
を
お
こ
な
う
。
　
　
　
　
．

　
今
、
銀
行
の
行
動
は
資
産
側
が
準
備
（
刀
）
と
貸
出
（
z
）
、
負
償
側

が
預
金
（
刀
）
と
正
味
賞
産
（
W
）
か
ら
な
る
パ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
制
約

に
従
う
も
の
と
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
討
十
－
”
b
＋
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
　
あ
1
1
邊
b
＋
b
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
）

ω
式
は
銀
行
の
予
算
制
約
式
で
あ
り
、
ω
式
は
銀
行
の
準
備
が
法
定
準
傭

と
超
過
準
備
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
い
う
定
義
式
で
あ
る
。
こ
こ
で
q
は
法

定
準
傭
率
で
あ
り
、
亙
は
趨
過
準
傭
を
あ
ら
わ
す
。
こ
こ
で
次
の
仮
定
を

お
こ
う
。

4
　
正
味
資
産
は
ぜ
回
で
あ
る
。

ム
　
預
金
は
当
座
預
金
の
み
か
ら
な
り
、
預
金
利
子
率
は
ぜ
回
で
あ
る
。

4
　
貸
出
市
場
は
競
争
的
で
貸
出
利
子
率
は
個
別
銀
行
に
と
っ
て
所
与
で

　
あ
る
。

ん
　
コ
ー
ル
市
場
は
競
争
的
で
、
コ
ー
ル
放
串
、
コ
ー
ル
取
入
れ
量
は
無

　
制
限
で
取
引
費
用
は
か
か
ら
な
い
。

ω
式
と
ω
式
そ
し
て
4
よ
り
銀
行
の
予
算
制
約
式
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
肉
十
卜
H
（
－
1
邊
）
b
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

　
こ
こ
で
刀
は
銀
行
の
計
画
期
間
の
期
首
に
お
い
て
確
定
値
で
あ
り
、
個

別
銀
行
に
と
っ
て
は
所
与
の
値
で
あ
る
。
銀
行
の
計
画
単
位
期
間
は
、
貸

出
の
満
期
よ
り
も
長
く
は
な
く
、
計
画
期
間
の
あ
る
一
時
点
で
預
金
の
流

出
入
が
生
じ
る
が
、
こ
の
預
金
の
流
出
入
額
は
期
首
に
お
い
て
は
確
実
に

は
予
測
し
得
ず
、
銀
行
は
経
験
よ
り
そ
の
確
率
分
布
の
み
を
知
っ
て
い
る

と
す
る
。
な
お
こ
こ
で
は
期
首
に
お
い
て
コ
ー
ル
市
場
は
開
催
さ
れ
て
お

ら
ず
、
期
間
中
に
預
金
流
出
入
が
生
じ
、
銀
行
間
で
の
資
金
調
整
が
要
請

さ
れ
る
時
の
み
コ
ー
ル
市
場
が
開
催
さ
れ
る
と
し
よ
う
。
預
金
の
変
勘
に

つ
い
て
・
は
、
X
を
預
金
の
純
流
出
額
と
し
、
そ
の
変
域
を
ー
8
〈
｝
〈
b

と
す
る
。
、
（
k
）
は
そ
の
確
率
窃
度
関
数
で
あ
る
。

　
計
画
期
間
中
の
あ
る
一
時
点
で
X
の
純
流
出
が
生
じ
た
時
、
記
－
糸
V
邊

（
b
I
糸
）
す
な
わ
ち
肉
〉
（
－
1
亀
）
k
な
ら
ぱ
耐
1
（
－
1
邊
）
｝
額
だ
け
の

過
剰
準
備
が
発
生
し
、
こ
れ
を
コ
ー
ル
市
場
で
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
蜀
1
＊
〈
喧
（
b
1
≒
）
す
な
わ
ち
b
〈
（
一
－
自
）
ぺ

な
ら
ぱ
、
（
一
－
｛
）
ト
ー
■
額
だ
け
の
準
備
不
足
が
発
生
し
、
こ
れ
を
コ
ー

ル
市
場
か
ら
取
入
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
・

　
な
お
、
期
間
中
の
預
金
流
出
入
は
、
あ
る
一
時
点
で
の
み
生
じ
、
そ
れ

4η
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故
コ
ー
ル
市
場
も
一
度
し
か
開
催
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の

準
傭
資
金
調
整
時
点
の
コ
ー
ル
・
レ
i
ト
は
期
首
に
お
い
て
は
確
実
に
は

知
り
得
ず
、
銀
行
は
そ
の
確
率
分
布
の
み
を
知
っ
て
い
る
と
す
る
。
～
を

調
整
時
点
で
の
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
と
し
、
そ
の
変
域
を
S
〈
～
〈
只
o
〈

s
㌧
〈
8
）
と
す
る
。
息
（
“
）
は
そ
の
確
率
密
度
関
数
で
あ
る
。

　
さ
て
、
銀
行
の
貸
出
し
収
益
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
貸
出
純
収
益
関

数
を
想
定
し
よ
う
。

　
　
、
（
卜
）
H
～
卜
－
只
卜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卓
）

　
㌦
は
貸
出
利
子
率
で
、
只
卜
）
は
貸
出
取
扱
い
費
用
を
示
す
費
用
関
数

で
あ
り
、
き
、
V
o
㌧
、
、
〉
o
を
仮
定
す
る
。
こ
れ
は
貸
出
の
増
加
に
つ
れ
て

人
件
費
や
審
査
事
務
費
が
逓
増
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
以
上
よ
り
銀
行
の
期
待
利
潤
血
（
『
）
は
次
の
よ
う
に
表
す
こ
と
が
で
き
．

る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
由

血
一
干
、
一
卜
一
二
、
三
、
－
一
、
－
童
§
§
秦

　
　
　
　
　
　
　
－
ト
骨
卜
暮
－
言
－
ミ
§
一
妻
き
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
｛

、
∴
き
一
民
・
圭
－
と
、
次
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
b

　
　
一
一
干
、
一
、
一
・
く
㌧
、
－
一
工
一
ξ
s
ミ

（
｝
）

（
α
）

　
銀
行
に
と
っ
て
の
最
適
化
行
動
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
i
ト
の
制
約
㈹
式
の

下
で
期
待
利
潤
㈹
式
を
最
大
化
す
る
よ
う
に
亙
ま
た
は
五
を
決
定
す
る
こ

と
で
あ
る
。
内
点
解
の
存
在
を
仮
定
す
る
と
、
一
階
の
条
件
よ
り

　
　
、
、
（
卜
）
H
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
）

が
導
出
さ
れ
る
。
二
階
の
条
件
は
芯
、
、
〈
o
す
な
わ
ち
き
、
、
〉
o
で
あ
る
限

り
満
た
さ
れ
て
い
る
。
m
式
は
貸
出
の
限
界
純
収
益
が
コ
ー
ル
資
金
取
入

れ
の
限
界
期
待
費
用
に
等
し
く
、
ま
た
コ
ー
ル
放
出
の
隈
界
期
待
収
入
に

等
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ω
式
よ
り
討
、
（
卜
）
H
ε
－
♂

と
な
り
、
貸
出
供
給
は
～
1
♂
の
増
加
関
数
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
よ
り

　
　
■
1
1
卜
（
～
、
。
）
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
o
）

　
　
　
　
（
十
）
（
－
〕

と
な
り
、
㈹
式
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
よ
り
次
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
肉
“
b
（
『
5
♂
一
ε
b
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）

　
　
　
　
（
－
）
（
十
）
（
1
）
（
十
〕

　
以
上
よ
り
超
過
準
備
需
要
、
し
た
が
っ
て
準
備
需
要
が
期
待
コ
ー
ル
・
・

レ
ー
ト
（
こ
こ
で
の
設
定
で
は
資
金
調
整
時
の
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
の
期
待

値
）
の
増
加
関
数
と
な
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
’
〕

　
　
　
三
　
準
備
需
要
関
数
の
計
測

　
さ
て
、
こ
こ
で
銀
行
の
準
備
が
期
待
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
の
増
加
関
数
と

な
る
か
否
か
を
実
証
的
に
検
証
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

　
ま
ず
推
定
式
と
し
て
次
式
を
想
定
し
よ
う
。

　
　
ゴ
き
＾
δ
十
良
き
十
δ
ゴ
阜
十
富
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昌
）

　
見
は
銀
行
の
保
有
す
る
総
準
備
残
高
、
一
η
は
期
待
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
、

功
は
預
金
残
高
そ
し
て
吻
は
誤
差
項
で
あ
る
。
期
待
さ
れ
る
符
号
条
件
は
、

的
と
的
共
に
正
で
あ
る
。
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こ
こ
で
期
待
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
適
応
的
期
待

形
成
を
想
定
し
よ
う
。

　
　
さ
1
1
享
工
十
（
－
ー
も
）
3
－
－
o
〈
亀
く
－

『
：
は
一
期
前
の
コ
ー
ル
・
レ
レ
ト
で
あ
る
。

　
　
　
　
呂

　
　
1
1
＄
】
（
H
－
＄
）
、
『
？
工

　
　
　
　
■
1
－
o

ω
式
と
⑫
式
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
（
旨
）

m
式
は
次
式
で
表
さ
れ
、

（
嵩
）

　
　
ゴ
阜
H
員
o
＋
負
も
】
（
－
1
＄
）
、
ご
－
τ
十
δ
ゴ
導
十
s
　
　
　
　
（
ご
）

　
　
　
　
　
　
　
　
【
u
o

と
な
り
、
岨
3
式
を
一
期
ず
ら
せ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

　
　
㌻
ぎ
1
一
H
δ
十
員
も
】
（
一
－
軸
）
、
．
ざ
ー
工
十
8
ゴ
b
：
十
ぎ
－
一
（
宝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
ロ
ー

と
な
る
。
そ
し
て
肛
3
式
と
ω
式
よ
り
次
式
を
得
る
。

　
　
ゴ
奪
”
β
も
十
3
ミ
：
十
（
－
－
軸
）
～
畠
射
：
十
8
N
畠
導

　
　
　
　
　
　
十
鳶
畠
b
工
十
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ご
）

　
但
し
、
　
b
H
1
（
－
ー
も
）
ξ
価
1
S
l
（
－
ー
も
）
畠
：

胴
式
の
右
辺
の
第
五
項
ポ
導
－
「
の
係
数
β
に
は
制
約
が
付
き
、
こ
の
式

の
計
渕
に
は
非
線
型
の
制
約
付
最
小
二
乗
法
を
考
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
棚
便
化
の
た
め
、
θ
の
値
を
特
定
化
し
、
非
線
型
制
約
を
線
型

制
約
の
形
に
し
ょ
う
。

胴
式
に
お
い
て
θ
“
．
θ
と
し
て
、

　
　
ゴ
き
1
（
H
－
ミ
）
－
昌
き
ー
－
H
負
も
十
3
ミ
エ
十
頁
も
畠
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
δ
（
H
ー
も
）
－
畠
b
：
十
£
　
　
　
　
（
宗
）

と
す
る
。
デ
ー
タ
加
工
を
施
し
、
次
式
の
形
で
計
測
を
行
な
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
b

　
　
お
“
冬
十
8
9
＋
星
も
斗
b
き
才
一
　
　
　
　
（
s

　
　
　
　
員
、
｝

但
し
、
お
1
ー
ポ
ぎ
1
（
－
1
軸
）
－
畠
き
1
ご
9
＾
ミ
↑
＝
S
1
－
1
（
H
－
、
）
ポ
b
工

で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
貫
、
夢
を
検
定
す
る
た
め
、
次
の
縮
少
モ
デ
ル
を
考
え
、

　
　
き
H
3
、
亀
十
8
，
9
＋
8
、
（
ゴ
阜
十
“
）
十
9
、
　
　
　
　
　
　
（
富
）

㎝
式
と
⑱
式
の
残
差
平
方
和
か
ら
F
統
計
量
を
求
め
よ
う
。
θ
は
O
と
1

の
間
の
値
を
と
る
の
で
、
9
H
な
い
し
o
．
昌
の
間
隔
で
逐
次
値
を
代
入

し
、
（
＄
1
－
S
・
o
・
～
一
・
－
・
）
㎝
式
、
⑱
式
の
計
測
と
F
検
定
を
繰
り
返
す

の
で
あ
る
。
そ
し
て
㎝
式
と
⑱
式
と
を
同
等
と
み
な
せ
る
θ
の
値
を
求
め
、

そ
こ
で
の
諸
係
数
、
的
、
的
、
的
を
調
べ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
計
測
に
際
し
て
、
総
準
備
残
高
（
見
）
に
は
日
本
銀
行
『
経
済
統

計
年
報
』
の
各
金
融
機
関
勘
定
の
「
現
金
」
と
「
預
け
金
」
の
合
計
値
を

用
い
、
預
金
（
功
）
に
は
負
債
欄
の
「
預
金
」
項
目
の
値
を
、
そ
し
て
コ

ー
ル
．
レ
ー
ト
（
篶
）
に
は
無
条
件
物
（
東
京
・
月
中
平
均
）
を
用
い
よ

う
。
計
測
対
象
期
閥
に
つ
い
て
は
、
全
国
銀
行
と
都
市
銀
行
が
昭
和
三
五

年
一
月
か
ら
昭
和
五
九
年
十
二
月
ま
で
、
地
方
銀
行
が
昭
和
四
〇
年
一
月

か
ら
昭
和
五
九
年
十
二
月
ま
で
で
、
そ
れ
ぞ
れ
月
次
デ
ー
タ
を
用
い
て
い

る
o　

な
お
推
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
金
国
銀
行
と
都
市
銀
行
に
つ
い
て
は
誤

差
項
に
か
な
り
の
系
列
相
関
が
み
ら
れ
た
の
で
G
L
S
（
一
般
化
最
小
二

乗
法
）
を
用
い
、
地
方
銀
行
に
つ
い
て
は
O
L
S
（
直
接
最
小
二
乗
法
）

を
用
い
た
。

　
〔
表
1
〕
は
、
全
国
銀
行
に
つ
い
て
、
θ
に
o
」
間
隔
で
値
を
与
え
た
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推
定
結
果
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
㎝
式
お
よ
ぴ
匝
副
式
の
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明

変
数
は
す
ぺ
て
望
ま
し
い
符
号
条
件
を
満
足
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
統
計

的
に
高
度
に
有
意
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ぶ
H
b
o
の
検
定
に
お
い
て

亙
値
は
極
め
て
高
く
、
と
て
も
㎝
式
と
u
副
式
を
同
じ
も
の
と
は
見
な
せ
な

い
。

　
そ
こ
で
〔
表
1
〕
の
ゴ
阜
と
ぶ
の
推
定
値
の
動
き
と
F
値
か
ら
、

o
．
－
と
o
b
の
間
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
o
．
含
間
隔
で
θ
の
値
を
特
定
化

し
た
推
定
結
果
が
〔
表
2
〕
で
あ
る
。

　
〔
表
2
〕
に
お
い
て
、
＄
“
o
・
旨
の
と
き
、
亙
値
は
o
・
宝
遣
と
最
も
小

さ
く
な
る
。
そ
こ
で
全
国
銀
行
に
つ
い
て
は
、
＄
1
－
o
．
宗
の
諸
推
定
値
を

取
り
あ
げ
よ
う
。

　
同
様
の
方
法
で
、
〔
表
3
〕
に
は
都
市
銀
行
に
つ
い
て
＾
〔
表
4
〕
に
は

地
方
銀
行
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
〃
値
の
小
さ
く
な
る
区
間
の
推
定
結
果

を
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
望
ま
し
い
符
号
条
件
を
満
足
し
、
統
計

的
に
も
高
度
に
有
意
で
あ
る
。
。
〔
表
3
〕
よ
り
都
市
銀
行
に
つ
い
て
は

＄
H
o
§
が
、
〔
表
4
〕
よ
り
地
方
銀
行
に
つ
い
て
は
＄
H
ρ
昌
が
選
ぴ

だ
さ
れ
る
。
都
市
銀
行
の
θ
が
地
方
銀
行
に
比
べ
て
高
い
の
は
、
都
市
銀

行
の
方
が
期
待
修
正
（
調
整
）
の
度
合
が
大
き
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
以
上
よ
り
〔
表
5
〕
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
表
よ
り
全
国
銀
行
、
都
市
銀

行
そ
し
て
地
方
銀
行
に
つ
い
て
、
期
待
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
の
（
テ
）
係
数

符
号
が
正
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
の
推
定
結
果
か
ら
、
銀
行
の
準
備
需
要
が
期
待
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト

に
依
存
し
、
そ
の
増
加
関
数
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
奄

（
4
）
　
本
節
の
計
測
は
、
一
橋
大
挙
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
。

（
5
）
　
こ
こ
で
準
備
需
要
に
つ
い
て
は
、
勾
1
－
』
雨
5
，
b
㌧
H
曳
。
な
る

　
関
数
形
を
想
定
し
て
い
る
。

四
　
む
す
ぴ

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
コ
ー
ル
市
場
の
準
備
資
金
調
整
機
能
を
強
調
し
、

期
待
コ
ー
ル
．
レ
ー
ト
が
銀
行
の
準
備
保
有
行
動
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

を
考
え
た
。
そ
し
て
そ
の
実
証
的
検
討
に
際
し
て
、
一
つ
の
試
み
と
し
て

適
応
的
期
待
形
成
を
取
り
あ
げ
て
み
た
の
で
あ
る
。
他
の
期
待
形
成
（
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
串
〕

理
的
期
待
等
）
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
（
＊
）
　
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
藤
野
正
三
郎
教
授
よ
り
貴
重
な
コ
メ
ン

　
　
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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義
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銀
行
一
金
融
機
関
の
準
備
需
要
に
つ
い
て
ー
浜

　
田
・
岩
田
お
よ
ぴ
古
川
の
計
測
緒
果
の
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検
討
1
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『
経
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j
9
冒
。
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邑
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、
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＞
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＞
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．
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o
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ξ
句
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庄
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目
｛
。
、

書
冒
二
自
葦
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帆
奪
。
蜆
一
琴
冒
一
冨
；
餉
葦
g
。
μ
、

　
向
8
自
o
目
g
ユ
s
一
〇
〇
ε
σ
昌
－
ぎ
♪
勺
勺
ミ
α
1
ω
s
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